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市長の手控え帖

　
吉
田
は
政
権
基
盤
を
強
め
る
た
め
、
政
策
に

た
け
た
官
僚
を
国
会
に
送
っ
た
。
池
田
勇は

や

人と

や

佐
藤
栄
作
な
ど
、
後
の
首
相
た
ち
が
政
府
の
中

枢
に
入
る
。
同
時
に
、
吉
田
の
意
を
受
け
て
、

終
戦
処
理
の
交
渉
を
行
う
懐

ふ
と
こ
ろ
が
た
な
刀
が
必
要
だ
っ
た
。

英
語
に
堪
能
で
、
胆
力
が
あ
り
、
劣
等
感
の
な

い
人
物
。
心
に
秘
め
た
男
が
い
た
。

　
白
洲
次
郎
。
吉
田
を
敬
愛
し
、
吉
田
も
心
か

ら
信
頼
し
た
。
1
8
0
cm
の
す
ら
っ
と
し
た
身

体
に
端
正
な
顔
立
ち
。
高
級
ス
ー
ツ
に
身
を
包

み
、
高
級
車
を
乗
り
回
す
。
時
に
43
歳
の
男
盛

り
。「
我
々
は
戦
争
に
負
け
た
が
奴
隷
に
な
っ
た

訳
で
は
な
い
」。
英
国
留
学
で
培
っ
た
流り

ゅ
う

暢ち
ょ
う

な

英
語
と
、「
相
手
が
誰
で
あ
れ
理
不
尽
な
振
る
舞

い
は
許
さ
な
い
」
英
国
紳
士
の
流
儀
で
、
堂
々

と
渡
り
合
っ
た
。

　
G
H
Q
民
政
局
長
が
“
白
洲
さ
ん
、
あ
な
た

英
語
が
お
上
手
で
す
ね
”
と
。
勝
者
の
驕お

ご

り
を

み
た
白
洲
は
、「
い
い
え
閣
下
、
あ
な
た
も
も
う

少
し
勉
強
な
さ
る
と
一
流
に
な
り
ま
す
よ
」
と

切
り
返
す
。
と
は
い
え
、
尋
常
な
苦
労
で
は
な

い
。
G
H
Q
か
ら
示
さ
れ
た
新
憲
法
の
草
案
を
、

三
日
三
晩
一
睡
も
せ
ず
翻
訳
し
た
。
ひ
ど
く
憔

悴
し
た
が
、
弱
音
は
吐
か
な
い
。

　
妻
正
子
（
高
名
な
随
筆
家
）
は
、
寝
言
で
怒

り
を
ぶ
ち
ま
け
る
の
を
耳
に
し
た
。
シ
ャ
ラ
ッ

プ
（
黙
れ
）、
ゲ
ッ
ト
ア
ウ
ト
（
外
に
出
ろ
）。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
た
だ
ひ
と
り
の
従
順
な
ら

ざ
る
日
本
人
と
評
価
し
た
。
白
洲
は
、
日
本
を

背
負
い
、
毅
然
と
し
て
紳
士
の
美
学
を
貫
い
た
。

　
国
を
率
い
る
と
は
、
な
ん
と
重
く
辛
い
も
の

か
。
英
の
メ
イ
首
相
、
独
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
、

仏
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
苦
悩
の
顔
が
全
て
を

表
し
て
い
る
。
近
頃
、
吉
田
茂
を
思
う
。
戦
後

日
本
の
復
興
を
一
身
に
担
っ
た
。
も
と
も
と
事

務
次
官
や
駐
英
大
使
を
歴
任
し
た
外
交
官
。
一

時
は
、
外
務
大
臣
候
補
と
な
っ
た
が
、
英
米
協

調
派
と
み
ら
れ
実
現
し
な
か
っ
た
。
英
米
の
力

を
知
る
吉
田
は
、
無
謀
な
戦
争
に
反
対
。
陸
軍

に
に
ら
ま
れ
刑
務
所
に
も
入
っ
た
。

　
本
人
は
政
治
家
に
な
る
気
は
な
い
。
運
命
の

導
き
か
。
反
戦
の
士
、
優
れ
た
国
際
感
覚
が
首

相
の
地
位
に
押
し
あ
げ
た
。
時
に
67
歳
。
就
任

し
た
も
の
の
、
日
本
は
焼
け
野
原
も
同
然
。
し

か
も
事
実
上
の
支
配
者
は
、
連
合
国
総
司
令
部

（
G
H
Q
）
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
。
G
H
Q

の
指
示
を
受
け
つ
つ
、
民
生
の
安
定
と
経
済
の

復
興
を
図
り
、
早
期
の
独
立
を
目
指
す
。
途
方

も
な
く
厳
し
い
道
が
待
っ
て
い
た
。

　
だ
が
「
戦
争
で
負
け
て
も
外
交
で
勝
っ
た
歴

史
は
あ
る
」
と
意
気
軒け

ん

昂こ
う

。
敗
者
の
卑
屈
さ
は

な
い
。
奥
方
は
大
久
保
利
通
の
孫
。
義
父
の
資

産
を
相
続
し
、
金
に
は
困
ら
な
い
。
衣
服
・
酒

・
車
も
一
流
。
人
を
食
っ
た
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア

と
ウ
ィ
ッ
ト
、
高
級
葉
巻
で
煙
に
巻
い
た
。

　
白
洲
は
、
明
治
35
年
兵
庫
県
芦
屋
の
豪
商
の

次
男
に
生
ま
れ
る
。
少
年
時
代
は
乱
暴
者
。
17

歳
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
し
、
10
年
を

過
ご
す
。「
不
良
だ
っ
た
か
ら
島
流
し
に
さ
れ
た
」

と
冗
談
め
か
す
。
こ
の
年
月
が
完
璧
な
英
国
紳

士
に
磨
き
あ
げ
た
。
体
格
に
恵
ま
れ
た
美
丈
夫

で
、
仕
送
り
も
潤
沢
。
最
高
級
の
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
疾
走
し
た
。

　
“
民
尊
官
卑
”
の
気
風
が
強
い
大
学
の
目
標

は
、「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
育
て
る
こ
と
」。
紳

士
た
る
者
の
精
神
・
教
養
・
礼
儀
作
法
を
叩
き

こ
ま
れ
た
。
帰
国
し
、
樺か

ば

山や
ま

伯は
く

爵し
ゃ
く

令
嬢
と
結
婚
。

互
い
に
一
目
惚
れ
だ
っ
た
と
い
う
。
白
洲
は
水

産
会
社
の
役
員
と
し
て
世
界
を
飛
び
回
る
。

　
昭
和
11
年
、
吉
田
は
英
国
へ
赴
任
。
な
ん
と

白
洲
の
ロ
ン
ド
ン
の
常
宿
は
日
本
大
使
館
だ
っ

た
。
吉
田
は
オ
ー
ル
ド
パ
ー
を
、
白
洲
も
ス
コ

ッ
チ
モ
ル
ト
を
飲
み
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
に
興
じ
た
。

数
年
後
「
バ
カ
な
戦
い
が
始
ま
る
。
日
本
は
敗

れ
る
」
と
、
東
京
郊
外
の
農
家
に
隠
棲
す
る
。

武
蔵
と
相
模
に
ま
た
が
る
地
と
、
無
愛
想
を
か

け
て
“
武ぶ

相あ
い

荘そ
う

”
と
名
づ
け
た
。

　
戦
後
、
国
の
進
路
が
定
ま
る
と
白
洲
は
一
切

の
公
職
を
退
く
。
以
来
25
年
間
、
ゴ
ル
フ
と
車

と
大
工
仕
事
で
過
ご
す
。
特
に
ゴ
ル
フ
の
マ
ナ

ー
を
重
ん
じ
、
軽
井
沢
G
C
の
テ
ラ
ス
か
ら
会

員
の
プ
レ
ー
を
厳
し
く
監
視
し
た
。
時
の
首
相

で
も
特
別
扱
い
せ
ず
、
護
衛
の
立
ち
入
り
を

禁
じ
た
。
遺
言
は
「
葬
式
無
用　
戒
名
不
用
」。

最
後
ま
で
ス
マ
ー
ト
な
快
男
児
だ
っ
た
。

「
日
本
を
背
負
っ
た
快
男
児
」




